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聖書的思想から見たランケ史学の基本命題

＼」/ iIー 丙 午 郎*

FundamentalIdeaofLepordvonRankeinhisHistory

fromBiblicalPointofView

IIeigorOODA

(1975fr9月30「{・ 受王IID

は じ め

ドイツの歴史家,ベ ル リン大学教授 として史料の批判的記述につ とめ,近 代史学の方向

を定めた.諸 国家民族問の相関性を強調し世界史の概念確立につ とめたが,彼 の 「あらゆ

る時代は神に直接す」の言はその神秘性を物語 り,歴 史的世界の動的構造的発展をとらえ

ていない.

世 界 史 辞 典

昭和26年3月27日 東京大学文化指導会

ヒの項はLeapordvonRanke(1795-1886)の 解 説である.こ の項において ランケは

近 代史学 への業績 を評価 され ている.一 方 この項 で ランケの限xが 露 呈 されてい る.す べ

ての人に限界 がある.ラ ンケもその例外 ではない.し か しランケの限界 は"喫あ らゆ る時代

は神に直接 す"の 言に よって定め られ るのであろ うか.字 数 の制限を受 け るのは辞書的解

説であ る.従 って上の解 説か ら執筆担 当者の知識 のす べては計量 されない.他 面筆者は ラ

ンケ史学 に関 しては素人にす ぎない.筆 者が本文を認めなが ら意図す るものは 」二の解説に

対す る反論ではな く,む しろ解説 者が'e神 秘 性"と して不問に付 してお くと 思 わ れ る,

硬すべ ての時代は神 に1自接 す"の 命題 の意味す る ところを探究す る ことにある .

(1)

す で に掲 げた(Cす べ ての時代 は神に直接す"は ラ ンケ史学 の基本命 題 とされ,そ の原文は

JedeEpochistunmittelbarzuGott.で あ り,そ の出典 はUberdieEpochenderneueren

Geschichte(近 世 史の諸時代 について)で あ る.従 ってJedeEpochistunmittelbarzu

Gott.の 真義が追求 され る前に,先 ず この書の由来 と内容 の あ らす じとを説 明 しなければ

な らない.

こ の書は ランケが1854年 に バ ヴァ リア国王マキ シ ミリャ ンニ世の要請に よって19回 に わ

たって行 なった講演を王が要約記録 させ これに眼を通 して,後 筆 を加 えてAlfredDoveが1)

刊 行 の運び を したもので あ りり,そ の分量か らすれぽ小冊子の部類に属す ると言 って も差

支 ないであろ う.し か しこの小冊 子程度の書が ラ ンケの 筈述の中の地位は決 して無視す る

ことが 出来 ない.人 は ラ ンケを近代 史学の祖 と言 い,近 代史学 とは 世界史学で ある とされ

るほ どである.で は世界 史 とは何か.こ れ につ いて ラ ンケ自身は,あ たか も名工が作品 自

作においてそ の イデーを語 る ように,歴 史2)叙 述 その ものに おいて こ り本質を示唆 して い

ると人は 言 う.

この よ うな著述 の中で ランケの史学理論が述べ7れ かつ その_t.,//.場が 明 らか にされ ている
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の はUberdieEpochenderneuerenGeschichteで あ るとはDoveが 本 書の序文 で紹 介

している ところである.マ キシ ミリヤ ンニ世の前で行なわれた19回 の講演1まいわぽ ランケ

の史眼 に映 じたll七界 史像が圧縮 され,ロ ーマを起点 として近世 ヨーロッパ世界に展 開 して

行 く構図である.ラ ンケは この構図 のままに してお くにはその学究心 があ ま りに強 か った.

彼 が この構図を拡大 し充実 して念願 した世界 史の執筆 に着手 したのは晩年 の こと.そ れ

は佛作つ て魂 を入れず とはあべ こべ に魂 を作って佛 の体 をなす に至 らなか った.

Uber(lieEpochenderneuerenGeschichteに つ いてのあ らま しは以Lの ようであるが,

これに さらに一つ付tiし なければ な らない.

この 君の開 巻にお い て 博f1が 前 置 してLる のはヘー ゲルの諸学派 のいわゆ る歴 史にお

けるFortschritt(進 歩)の 否定 である.彼 は このため に細hとLた 進歩 に関す る概念 規定

の操作 を避け 史実 を以 てそ の反証 を試み ている.F・fと は夏Il石 の文学論 にあ らわれ た

文学形体 の一般方式 であ りF3)と は 宝要概念であ り,(f)と は その形 成素材であ る.Jede

EpochistunmittelbarzuGott.そ れ は この関巻 のITIIで語 られ これはFと な りf全 巻 はの役

割 を しているのでは なか ろ うか.ド イツ語 のJedeとalle.と 英 語のeachとall.国 語 のお

のおの とすべ て,そ の語義が同 じで ない ことは 斤 うまでもない.そ れ をも含め論述過程 の

誤解 を防 ぐため の筆 者が以一ド上の原 文を次 のよ うに拙訳す る ことを許 していただ きたい.

お のおのの時代 は神に 直結す る.

C2)

このFが 書 かれ てか ら一一世紀は過 ぎた.ラ ンケの史学が修 正を要す る ことは改 めて言 う

まで もない.そ してそ の表現 にも異様 な調fを 帯び打 て ど響か ないものを感 じ入 のは 日本

だけではなかろ う.JedeEpochistunmittelbarzuGott.も この よ うな ものの一つ であろ う.

明治 の旧憲法 ドにあった 日本 人は天F…li=.こ関 す る発11を す る時,そ の表現が不敬 に当た ら

ないよ うに細心 の注意 を した.こ の時代天}l!に 対 し敬語 を川 いる ことは歴 史家 たる資格 の

障 りとなったであろ うか.こ の'F明 な 道 理は しか し,rrの お のの時代 は神 に直結す る"

と発ttし た ラ ンケには適用 され ないで あろ うか.19世 紀 の ヨー ロッパは世界 と同義 であ り

ヨー ロッパ史す なわち 世界 史で あった.ラ ンケの史学 は このよ うな現実 に呼応 している.

Uber(lieEpochen(lerneuerenGeschichteのlfiで ラ ンケが ヨー ロッパを語 る時,こ

れ に対比 され るのは アジアであ る.彼 にお いては アジアが ヨー ロッパ と区別 され るだけで

な く,そ れ と差 別され ているのでは なか ろ うか.で は 彼が ヨー ロッパ とアジア との問 に区

別また差別を設け る規準 と原理 に している0)は 何 か.そ れ は国fや 国勢 では ない.そ れは

Staat4)(国 家)とReligion(宗 教)と 文化(Kultur)の 二1三つが相 二々に関連 し滲透 し合 う

それぞれ の歴 史そ のものであ る.断 るまでもな く,ヨ ー ロッパ史 とは イギ リス,フ ランス,

ドイツなど西欧諸国の歴 史ではな く,こ れ らを包みかつ越 えたEuropeanUnity(ヨ0ロ

ッパ共同体)の それで ある.

1記 の意味 におけ る ヨー ロッパの19世 紀 は ラ ンケにあつ て もgegellwartigekulturSyn-

these5)(現 在 時点の文 化綜 合)で あ った.19世 紀 の ヨー ロッパは他面Christendom(キ

リ ス ト教国)の 形体 を失 っていなか った.llll{i:の ヨ ーロッパ人6)とCatholicと は 同意義

であったよ うに,こ の世紀の ヨー ロッパ精神 とProtestantismと は 類語であ った.こ の

ことか らラ ンケが 史家であ る前に,ま た同時に,ヨ ー ロッパ人で あった とは容 易にtiい 切

られ るのでは なか ろ うか.さ らに これ に絡み彼が キ リス ト教徒 である ことも後 に述べ るよ

うに明 らかで ある.
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アジア宗教がVolksreligion(民 族 宗教)で あ るのに対 し,キ リス ト教はWeltreligion(世

界宗 教)で ある.そ れゆ えにGottの 名 に含 まれ るものは普遍妥 当,永 遠全能 などであ る.

か しこでは,神 の名が人 々に訴えたのは宗教的心情の分野だけ に留 ったで あろ うか.そ れ

が学問的真理 を伝 える時 ・伝達効果を減 じたであろ うか.そ うで あった とは思われ ない.

このよ うな神 の名を含んだ表現が見 出され るのは ラ ンケの場 合だけでは ない.世 界 史を

同 じテーマ としなが らその扱 い方において ランケがその学説か ら分離 した ドイツのIdea・

lismus(観 念 論)の 大成者Hegel(1770-1831)が そ の箸VorlesungelltiberdiePhilosophie

derWeltgeschichteを 結 ぶのは下の よ うであ る.

Nur7>dieEinsichtkanndenGeistmitderWeltgeschichteandderWirklichkeit

versohnen,dasswasgeschenistundalleTagegeschieht,nichtnurvonGott

kommtandnichtohneGott,sonderlldasWerkGottenselbstist.

過 去 に 起 っ た こ と,ま た 日 々 起 っ て い る こ とは 神 な し に は あ り得 な い ど こ ろ か む

し ろ 本 質 的 に 神 の 業 そ の も の だ と い う洞 察 の み が,精 神 を 世 界 史 お よ び 現 実 界 と宥

和 させ る こ とが で き る の で あ る.武 市 健 人 訳

人間 ランケ自身 はその 自伝 に よって語 られ ている.殊 に彼 の信仰をかいまみ させ るには

この書が最良である とされている.彼 はザクセ ン選挙侯領 チ ュ リンゲンの小邑Wiehe(ヴ

ィーエ)に 生れた.チ ュー リンゲンとかザクセ ンの地方 の名が ル ター とそれに因む宗教改

革を想起 させ る.ラ ンケの生家 もまたル ター派 の流れ を汲み父祖 たちは代 々牧師 として献

身 して来 た.自 伝外 のこ とに属す るが,Jaroslov8)Perikanに よればル ター派が後世の哲

学形成 に遺 したものの0つ はperioridization(歴 史的時 代区別)で あ った.ラ ンケの中に,

地 方Protestantismg)の 影 響 を認 めているのはCollingwoodで あ る.

自伝に帰えれぽ,彼 は ライプチ ヒの神学校 に学 んだ.そ こで彼 の関心 がひかれたのは教

義10)で は な く聖書であ り,と りわけ旧約聖 書であ った.彼 は学生生活 を通 じて 自然を楽ん

だ.が これは研究 しなか った.神 学 は彼 に無味 乾燥 であ った.彼 は しか しこの中か ら神11)

と世 界 とを選 んで思索の主題 と した.ラ ンケの 自伝にあ らわれた彼 のキ リス ト者 と しての

姿 の粗描は上の とお りであ る.ラ ンケの 自伝には確かにキ リス ト者 と しての姿が描かれて

いる.に もかかわ らず,こ れには彼 がキ リス ト者 とな るまでの回心過 程が省かれてい る.

彼 が この書で神の名をあげて もキ リス トのそれには触れない.Augustinus(354-430)の

C(告白"やBunyan12)(1628 -88)のtf思 寵 あふ るる"な どの宗教文学 者を読んだ人hは 画竜

点晴 の感 を覚 えるのは無理か らぬ ところであ る.

ラ ンケ自伝は回心記ではない.そ れは彼の神学 か ら歴 史学への転向の告白録であ る.あ

る神学者は宗教改 ・鴇 こっいて ランケに対談を申入 れた.彼 は この時申入 れに応 諾す る条件

とし史家 としての立場の諒承を求めた と言われ る.Historianis)first.彼 は公人 として こ

の立場 で生涯 を貫 いた.一 面彼は私人 と してはChristiansecondと して,信 仰告白には

教義 の真髄 を最大公約数に要約 したのではなかろ うか.思 うに彼 がキ リス トの14)名 を 語 ら

なか ったのは この よ うなlayman(平 信徒)と しての 自己限定 の結果 であ ったろ う.

C3)

重 ね てJedeEpochistunmittelburzuGott.(お の おのの時代は神に直結者)に つい

て.こ れはah繰 返 した よ うに ランケ史学 の出発点であ ると同時に,彼 自身の信仰的 自己

主張 でもある.前 置に従 い本文の意味の根抵 とな るものを把握す るためには,ラ ンケに と

っては 自明の生活感情 または精神生活の原理であ ったGottに つ いて一一応 の説 明が試み ら



小田:聖 書的思想から見たランケ史学の基本命題 45

れ な けれぽな らない.聖 書 を通 読す る時,神 の存在 の理 由が 問われ り,そ の本質が訊 され

ている箇 所は殆 どない.聖 書にあ らわれ る神 は具体的 に行為 し自らを啓示す る.す なわち

旧約聖 書 とは神が選民 イスラエルの歴 史において,ま たそれ を通 して働 いた神の業 を記 し,

新 約聖 書 とは イエスにおいて,ま た彼 を通 して啓示 され た神 の救 いを証 した書 である.神

の属性 としての付加語 は正義,愛,全 能,な どをまざまである.そ の呼称 も0つ ではない.

こ うした呼 び名 の うち,旧 約 の神観 を反映す る もの としてア ブラ15)ハム の神,イ サクの神

ヤ コブの神 と新約 の神観 を表現す るもの として イエス ・キ リス トの父16)な る神 の二つ をあ

げてお く.キ リス ト教がGeschichtliche17)Religion(歴 史 的宗教)と 言われ るのは神 の

この よ うな呼称 か らで もある.

で は神の行 為 とは何 であるか.し ぽ らく新約聖 書はお ぎ,旧 約聖 書の記す ところは神 の

天地創造で ある.そ の次第を語 るのは開 巻の創世記 の第… 章である.

始 めに神が天地 を創造 された.地 は混沌 と していた,暗 黒 が原始 の海 の表 面にあ り,

神 の霊 風が大水 の表 面に吹 きまあっていた.ま ず神が 「光 あれ よ」 と言わ れる と光が 出

来 た.神 は光 を見 てよ しとされ た.神 は光 と暗黒 との混合を分 け,神 はその光 をその暗

黒 を夜 と呼ぼれ た.か くて夕 さ り又 朝が あった.以 上が最初 の0日 である.そ こで神が

「大水 の間に0つ の大空が 出来,大 水 と大水 のの問を分 かて よと言わ れる とその よ うに

なった.神 不大空其造 り大空 の下 の大水 と大空 の上 に大水 とを分 け られ た.神 はその大

空 を天 と呼 ばれ た.か くて夕 あ り又 朝が あ った.以 上 が第二 日であ る.中 略

神 がその造 られた総 ての ものを御 覧にな ると見 よ非常 に よか った.か くて夕あ り,又

朝が あった.以 上が第六 日である.か くて天 と地 とその万 象が出来上 った.神 はその創

作 の業 を七 日目に完 了 し七 日[iに 総 ての創作の業 を休 まれた.神 は第 七 日の 日を祝 し,

そ れを聖 しとされた.関 根正雄訳旧約聖書創世記1.1-2.1

創世 記は出エジプ ト記 レビ記民数記略 中命記 とともユ ダヤ教 のTorah(律 法)に 加え ら

れ,そ の訳名は世界の成立 と意味す るギ リシア言1[ε レεα曾に由来 している.こ れ らの五

,彗はユ ダヤにおい場所 と時代を異 したJ.E.18)D.Pと 呼 ぼれ る 四つの資料の中か ら構成

され,今 日見 られ る形体 をな したのは紀 元前6世 紀 の終 わ り,そ の編 集がエルサ レムで行

なわ れた と思われ る.

五 書の編 集者 と推定 され るEzraが この仕事 に懸 ったのはペル シア王Cyrus(539-531)

に よ りユ ダヤ人 の捕 囚を解 故 した時.こ の ころギ リシアではThalesに よ って始 られた宇宙

の構成 の論議が交わ され だ 泊 然哲学"の 時代 が終 わ りに近 いていた.な お上に引用 したの

は本 書の序 曲.こ れ に続 くものは人類 の発生 とア ブラハ ムを祖 とす る選 民 イスラエルの族

長父祖 たちの物 語であ る.こ の よ うな創 世記の序 曲に至た る上記の引用 箇所 に眼を移 そ う.

こ こは神 が天地 を創造 しそれを完 成す るまでの七 日間の記事であ る.序 に中略 された と

ころは第三 日第 四 日第五 日と第六 日の前半であ る.こ の記事にはユ ダヤの素朴なmonot-

heism19)の 神教が示唆 され,ま た旧約学 者の研究 の結果 によれぽ神 々の闘争 を経 てChaos

(混 沌)か ら調和(Cos-mos)に 至 る占代 バ ビ ロンCosmogony20)が 一 神教 の信仰 と豊

富な想像 力を持 った記者 に よって上 の よ うな文学 表現 とな ったのであ る.こ れはP記 者の

想像か ら生 まれたBild(形 象)で あ る.こ れ には 「神は よしとされた.」 と 「か くて夕

あ り又朝があ った」の二つの リズムが創造 六 日のおのおのに繰返 されてい る.こ の形 象か

らわた くしたちはSinn(意 味)を 抽出す ることは許 され ないであろ うか.わ た くしたち

は既 に揚げ られた記事 か ら同記 者の心意 を ランケに 肖って次の よ うに表現す ることに しょ

う.
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JederTagistunmittelbarzuGott.

お の おの 日は神に直結 す る.

これまでに一二 の ところにおいて,神 は六 日の問 に天地を創造 したと述べ られ て来 た.

この表現 によって人 は次 のよ うに解す るな らぽ,そ れは記 者の真意か ら遙か に遠 い ど言わ

ねぽな らない.す なわち,本 文 によれぽ神は 天地の創造の ため六 日の 日程を定めてお いた

のである と.人 は,記 事 の順序を注意深 くたどる時,六 日のおのおのの 日は神の業が着手

され,吟 味 され そ して満全 と見 なされ た後定め られて いる.こ の一事か らおのお の日は24

時 間 を区画 として この 日か ら彼 の 日へ と推移す る自然運行 の道程 では ない.そ れゆ えに天

地創造 の六 日のおのおのの 日は その長短 において均 一一・では ない.し か し記 者が 夕あ り又朝

があ った と リズムを反覆させ ているよ うに,こ れ には始 と終が ある.そ の長短 は数量的 に

計Lさ れな くて,神 が 見てよ しとされ たの韻律 のご とく質的 に評価 され 賛 庭され なければ

な らない."始 め に神が天地を創造 されたlf.旧 約 聖書 のこの序 曲が人 口に膳 災され ている

結果 か らでもあろ うか,神 の創造 の行為が 天地 に限定 され勝ではなかろ うか.

神 は天地 を創造す る とともに,い な,そ れに まさる意義にお いて,彼 は歴 史の創造 者で

ある.こ れ を証言す る章句 一一一fつや二つではない.そ れ らの中か らfを 端的に告 白 した も

の として次 の一節を紹介す る.

ま た,ひ とりのひ とか らあ らゆ る民族を造 り出 して,地 の全面に 住 ま わ せ,

それ21)そ れ に壁 位を区分 し麺 旦三璽撞昼 を定めて ドさったのであ る.こ うして人 ・々

が 熱心に追い求めて捜 しさえすれぽ,神 を見いだせ るよ うに して ドさった.

日本聖 書協会訳使徒行 伝17・26--27

この 訳文を原意に近 けるため ド線 の部分を引用す る ととに したい.
C

Oρ`σα9π ρ・στεταγμεレ・vSκ α!〃・!勾 κα!τ`ヤ9ρ ・0ε!αs7な κατ・ごκα9α ・1τ・J,

そ し て こ の と こ ろ を 注 解 を 加 味 して 訳 出 して い るMendeの ド イ ツ語 を 付 記 して お く.

Erhatf廿rsiebestimmteZeitellihresBestehcllbundauchdieGrenznthrerWohnsi-

tzefestgesetzt.

これ に よ れ ば 時 代 と訳 さ れ た 日本 語 に 該 当 す る の はbestimmteZeitenihresBestehen.そ

の 存 続 の 定 め ら れ た も ろ も ろ の 時 代 の 謂 で あ る.

C4)

筆 をUberdieEPochenderneuerenGeschichteに 戻 そ う.こ の 文 の 中 心 テ ー マ と さ

れ た ≪JedeEpochistunlnittelbarzuGott."の 出 典 が 本 書 で あ る こ と は 先 に 触 れ た 通 り

で あ る が,こ れ は 単 独 なsentenceで は な く下 の よ うな 従 属 す るClauseで あ る.

IchaberbehauptejedeFpocllunmittelbarzuGott,andilzrWertberuhtfarnicht

aufdem,wasausihrhervorgeht,sonderinihrerExististenz5'1ゐ ∫1,inihremeigenen

5「61み5'.

上 文 のLogosは 鈴 木 成 高 相 原 信 作 訳 世 界 概 観 に 精 緻 に 訳 川 さ れ て い る.そ のpathosの …

端 はselbstとSelbstと の 書 体 の 差 の うち に 窺 わ れ る の で は な か ろ うか.

ラ ン ケは これ に 見 られ る よ うなPersonlichkeit(ノ ＼格)の 尊 厳 の 原 理 をuお の お の 時"

に 授 影 し 自 己 肯 定 とri己 セ 張 と を させ て い る.

DasIndividuumstirb;eshateinendlichesDasein;dieMenschheitdagegenein

endliches.

そ し て 人 は こ こ に ラ ン ケ がKant22)(1724-1804)に 由 来 し影 響 を 見 逃 す こ とが 出 来 な い の
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で あ ろ う.自 伝にお いて ラ ンケはFichteと の 出会 いを語 り,Kantに は 言及 して いな い.

が カ ン トのラ ンケへの影響は,彼 の実践理性批判の次の文 と下記 のランケのそれ とを比較

すれば 明 らかに なるだろ う.

DiesesniemalsblocsalsMittel,sondernzugleichselbstalsZweckzugebrauchen.

(この主体は決 して単に手段としてのみ用いらるべきでな く同時にそれ自身目的として用いられ

るようにの命題に)

EinesolchegleichsammediatisierteGenerationwurdeanandfursickeineBedeutung

nichthaben;siewurdenurinsofernetwasbedeuten,alssiedieStufedernachfo-

1gendenGeneratisnware,undw廿rdenichtinunmittelbarBezugzumG6ttlichenstehen.

(か くの ごとぎいわぽ媒介 化された時代はそれ 自身において意味を持つ とい う

こ とが ないだ ろ う.そ れはただ後続 す る時代時代の楷段た るか ぎ来においてのみ

f`1・
`11rの 意 昧 を持つだけであ り,神 的 なるものにつ なが る とい うこ とは ないだ ろ う)

とを対比す る時,自 ずか ら明 らか にな るのではなか ろ うか.

ラ ンケ尋,また時代の 自己肯定 と自己主張の論理を哲学に求め たのは史学成立への過 程に

おし・て当然、の ことであろ う.

で は 自己肯定 と自己主張,い なrj己 存 在の究極の根源は何であろ うか.人 は ランケにお

いて神以外に何が求め られ るであろ う.

JedeEpochistunmittelbarzuGott.(お のお のの時 代は神に 直結す る).

以 上 の命題の真意に近 づ くために筆者は アウグステ ィヌス の所謂Allegorical23)inter-

pretation(比 喩 的解釈)の 精神 に沿 いつつ創世記 の 天 地 創 造 の 記 事 をJederTagist

unmittelbarzuGott.と 転 釈 して来 た.こ れがWortspiel(言 葉 のたわむれ)に 終 らぬ よ う

に と念 じつつ..Lの 文 の中におけ るunmittelbarの 一 語 は軽 く読 み過 さられてはなないい.

聖 書を縮 く時,仲 保者の呼称が見出 され る.新 約聖書においては この呼称 は神 と信徒 の問

に執成をす る イエ ス ヨキ リス トに限 られて いる.そ して仲保者の原語 ωεσ〆τη9(Gal.3.19,

Heb8.6)はLuther(1483-1546)に よ ってmittlerと 訳 され ている.

聖 書の示す ところは神 と人 との間の仲保 者はひ と りの イエス ・キ リス トであ る.こ れを

文字通 りに信 じかつそれをその よ うに行 な ったのは プロテ スタン ト.イ エス ・キ リス トの

外に 多 くの仲保 者を定めたのはCatholicで あ った.Hierarchie(教 階 制)の カ トリツク

プ ロテスタン トのにおいては神 と人 との関係はMittelbarで あ る.カ トリックの教階制 を

否定 したuniversalpriesthood(万 人 祭司主義)で は神 と人 との関係はunmittelbarで あ る.

ラ ンケは この神 と人 との宗教関係を神 と時代 とのそれ に類推 して いる.

神 と時代 とは永遠 と歴史 との意味であろ うか.ラ ンケが も し神 に代 りDasEwige(永

遠 なる もの)の 名を用いた らJedeEpochistunmittelbarzuGott.の 神 秘的 な ヴエール

が剥がれたか も知れない.人 が永遠 と言 う時,自 ず か ら時間が対置 され る永遠 と時 間 とは,

で は,ど の よ うな関係に立つであ ろ うか.こ のテーマはま ことに大 きい.

ス イスの神学者CescarCullmannも この問題を神学 の角度か ら扱 い,そ の著Christs24)

undZeitキ リス トと時 において原始 キ リス ト教会 の時 の観念 を明示 し,こ れをヘ レニズム

的時間の把握様 式 と峻 別 している.ま た フランスの哲学 者ClaudeTresmontantは ユ ダヤ

の時 間25)把握 とギ リシアのそれ とを対比 させ なが らギ リシアにおいては時 問は永遠 の映像

にす ぎない と断 言 してい る.新 約聖 書は時間をそれぞれの性格 に従 い 卯 ερα,あρα,κα♂ρ内

α如レα如レεg的 τ加 α～伽 α,な どを語を川 いている.新 約聖書 はギ リシア語 で書かれ てい

るが,こ の中にあ らわれ る永遠 の言葉 には1rゐThousα6ω レα9τ伽 αんんωレな どに見 られ
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る よ うに時 間また時代 に対立す る特 別な意味が ない.な お以上並べ た時間 を表わす諸語れ

うち ランケのEpochに 該 当す るものは α6ωレまた α6ωレα9で ある.

クルマ ンは以上 の永遠 を時代 の連続 と見 なす新約聖書 の表現 に次 のよ うな創 見を示 して

い る.

永 遠 と限 られた世 の時 を無限 につ らね 合せ たものであって,こ れが継起す る順序 は神み

の見渡 し うる ものである.

ラ ンケがJedeEPochistunmittelbarzuGott.と 発 言 した時,彼 は時 と永遠 に関す るギ リ

シア的思考を精 笄 していたのであろ うか.

む す び

17世 絶 以来 ヨーロッパに進歩 の思想(IdeaofProgress)が 起 こ り,18世 紀 には膨灘 と

した時代思想 とな った.こ の進歩 の思想 はフ ランスのAbbedeSintPiere(1658-1743)

やB.deBovierdeFontenelle(1657-1757)ま たJ.J.Rousseau(1712-78)な どの代弁者

の影響に よ り人間理性 の普遍 と人 類のの未来 に向 う進歩が 無条件 に信 じられ る ようになっ

た.進 歩 の思想は フランスか ら ドイツに入 り,こ こで修正 され深化 され た.進 歩 の 言葉 は

Entwicklungに 代 り理性は これにGeist(精 神)を 加え られた.の みな らず これを基礎づ

け た理論は形而上学 的であ り神学的 であ った.こ うしてそれまで人 類の普遍の根 本原理 と

された理性 はgottlich(神 的)な 性格を付 与 された.

人 間精 神の神的 なものが人類 の歴 史の中に展開 し彼 に内在す る神的 な理性 によってMe-

nschheit(人 間 性)が 完成 され またそ うされねぽな らない とは カン トに始 まる ドイル観念

武を支配す る思想であ って,J.GFichte(1762-1814)は イ∫力 な代弁 者であ り,J.VOIl

Herder(1744-1803)は これを歴 史哲学 的に歴 史解釈 した.世 界 の人類の歴史を記述 しそ

れを哲学的に解 釈 した歴 史哲学 が整 然たる体系 として完成 されたのは既 にその0文 を引川

したヘ ーゲルにおいてであ った.ヘ ー ゲル とランケとはベル リン大学 の同僚であ った.こ

こは進歩主義 と歴史主義26)と の会 合点 とな った.そ して ここで哲学 と歴史 とは相互に分離

す るに至 った.ヘ ーゲルに ランゲルが訣別 したのは進歩主義 と歴史主義 との対立に よるも

のである.そ れだけであ ろ うか.

上 述 に関 し所論が主題を離 れ多岐にわた らないため,次 の一点に約 言す ることに満足 し

なければ な らない.ヘ ーゲル とランケとはキ リス ト教徒であ りなが ら,そ れぞれの神観に

おいては文字通 り対踪的であ った.ヘ ーゲ名が神の歴史の うちに働 く法則に,弁 証法的思

考過程 を投影 し,人 間理性 に神的性格 を付す る限 り,神 は世界 に内在 し人はVerg6tterung

(神 格 化)さ れ るPantheismus(汎 神 論)へ の傾 向は免 れな い.ラ ンケがヘ ーゲルの著

書か ら引用 し次 のよ うに語 って いるのは,彼 は暗に歴史を超 越 し人間に被造性を宣r==aする

Monotheismus(一 神 教)の 立場を示唆 してい るのではないかろ うか.

DerLehre,wonachderWeltgeistdieDillgegleichsamdurcl}Betrughervorbrillgtund

richdermenschlickenLeidenschaftenbedient,umseineZweckzuerreichen,liegteine

h6chstunwurdigeVorstellungvonGottundderMenschheitzuGrunde;siekannauch

konsequentnurzumPantheismusfiihren;dieMenscheitistBannwerdendeGott,der

sichdurcheinigengeistigenProzess,derITIseinerNaturliegt,selbstgebiert.

世 界 精神が いわぽ詐術27)に よ って事実を生起せ しめ た り,あ るいはその 目的実現の ため

に人 間の情熱 を利用 した りす るものだ とす入 学説の根抵には,神 お よび人間をないが し

ろにす るよ うな観念が潜 んで いる.か か る学説は また当然の帰結 と して汎神論に帰着す
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るほ かない.そ の場 合には,人 間は現成 しつつ ある と神であって,そ の本性 に見わ る と

ころの精 神過程 に よって 自己みず か らを生む ことにな る.

終 わ りに,ラ ンケが歴 史のすべて の分野 にわ たって進 歩の史実 を否定 したのではない・

彼が否定 したのは人間そのものの進歩 である.L二 に 因みUberdieEpochen(lerneuerell

Geschichteは ラ ンケ と王 との対談 の形 で結ばれ,王 に ランケは次の 言葉を提 してい る.

InderSittlcihkeitkanneinFortschrittrichtangenommenwerden,denndieSittlich‐

keitistzusehrmitderPers6nlichkeitverbundel、.

道 徳 においては進歩 なるものを仮定す る ことは不"f能 で あ る.な ぜ な ら道徳 はあま りに

密接 に人格 と結びついてい るか ら.

これにはその強 さと深 さとにおいては別 と して,宗 教改 革時代LutlicrCalvil1(1509-6-1)

に と って必 死の解決 をせ まられ たOrlgillalsin(原llの に 由来す る人間観 とが継承 された こ

の影響が示唆 されてい るのではないだろ うか.さ らに彼が上 においてPersonlichkeit(ノ ・

権)とriう 表 現 を した時,彼 の中に これ に対置 されていたのは何 であ ったろ う.そ れ は

naturで は な くG6ttheitで は なか ったろ`)か.

・王、、
1

ユ.i:1」 行 でト代1888{「 ラ ン ケ、村◎岡 ナ斥t.P.64.

2.ラ ン ケ と 世 界 史 学 鈴 木 成 高 著P.15.

3.夏 目 漱 石 著.文 学 論.漱 石 全 集 第 九 巻.P・2L

4.WeltgeschichtlicheBetrachtungenJacobBしu-ckharcltGesamteWerke・P・`'1・

5.DerHistorismusundseineProblemvonEmstTroeltsch,ScientiaAallen・P・338・

6.APoliticalandCulturalHistoryofModernEuropeVoll.byCarltonF・HHayes・P・3-4・

7,VorlesungfiberdiePhilosophiederWeltgeschichte.FelixMeinerVeslagBandL.P.938.

8.ル タ ー か ら キ エ ル ケ ゴ ー ル ま で,J.ペ リ カ ン 著,高 尾 利 数 訳.P.11?-113.

g.TheIdeaofHistorybyR.(}.Collingwoo(1.P.122.

1.0.ラ ン ケ 自 伝.林 健 太 郎i沢.P.30.

11.Ibid.1'.ly.

12.清 教 徒 の 庶 民 文 学 者.GraceAboundillgは そ の 回 心 記.

13.ChristianityandHistory.EssaysbyE.HurrisHarbison.1'.3.

14.HistoryandHistoriansintheNinetecnthCerltury・Y・P・Gooch・P・99・

15.EX3.6,16Mk.12.26.

16.Eph.1.32Cor.1,3.

17.Dogmen-geschichtebySeeberg.P.2・

18.TheOldTestamentan(lModernStudybyH.HRowley.P.81.

」,E,D,Pは そ れ ぞ れJahwist,Elhkist,DはDeuteronomist,Priestlyの 客 号.

19.AncielltJu(laisml)yMaxWel)er.P.224.

20.lbid.

21.藤 井 武 著 更更聖 書 よ り見 た る 日 本"の 構 想 に は こ れ が ヒ ン トと な っ て い る.

22.KritikderpraktischenVernunft.Kr6nes.P・274・

23.グ ラ ン ト著 聖 書 解 釈 の 歴 史.茂 泉 昭 男 ・倉 松 功 訳.P.93.

24.目 本 訳 キ リ ス ト時.前 田 護 郎 訳.本 文 に は こ の'書 か ら 引 用 さ れ た.

25.ヘ ブ ル 思 想 の 特 質.C.ト レ モ ノ タ ン 著 西 村 俊 昭 訳.P・54・

26.FriedrichMeinecke;DieEntstehungdesHistorisinus.P.4.

27.VorlesungfiberdiePhilosoPhiederWeltgeschichte1・FelixmeinerVerlag・P・79・
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対痘論・文 の タ廷壬処 と した1穿〔妻無

LeopordvonIZanke:UberdieEPochenderneuerenGeschichte

Schilderun(lHtrmutBerdillg,1968.

HesussgegebenvonTheodor

Summary

JedeEpochistunmittelbarzuGott.ThisisfundalnentalideainRankeanhistorian.

Thisphrase,however,hasbeentoopopulartobeinquiredIIltOitsoriginalmeaning.

Tomeetthisdem乙mdthewriterhasattelnptedtolnakecleそlrerciftheabove¶1entioned

phrasebytheside-1ightoftheBible.Alldhearrivedatthofollowingconcludsiollthat

Rallke(lerivedhisideafrolnthelnythicalaccoulltofcreatiollofheavenscl11(learthin

ぐ}ellesis.


